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ト 庵 老 生
23.在パー ゼ、ル， ヒス数段iこ宛て L。






























だから B. 氏がチユリヒ大白墜を去って立士三へ~［.＼＼＼じたのもこんな京佐一t/)']j:↑1!i も下f!I，（ったの
であらうと思ふ。





























紫岡子！ Llj}・ J. 
27. ドクト 1レ，竺1主土に宛て L。
〔1867'-1三度腹3"1' （チユリヒより 38歳）〕


































30. 在ス トツトガルト， Jレユプケ数段に宛て k。
〔1867！.ド慶際：＼"J" 8月ijfl （土ユ1とより・ :is歳）〕
『… ae術活りだ ly,:j.{l IJだ！包む巻〈 ，走る又走る。－f'i(の手紙だって探すに大経だ。荷出
の1~めに上を下へと騒動である！さよなら瑞四よだ！三三~）＝1=_からウ竺ンへだ l 2遡｜！［般には
ウヰンへ入城だよ。』
31. :tiτストツトガルト． リニLプケlH'21こ宛て L。
〔ISli'lj'- 慶肱1年 （ウヰンより :is歳）〕
r・ 4 ・ .!It庭は妙な都だよ。凡ての人も，事業も日t~·：と云ふものが友い l ~t 日暮しだ。そして
調逸と填太利5~ との聞に掛け橋が友い。そして猫逸壊滅にお！するつ走らぬ ·rtr悪の加l'l：を持っ
てゐる所主主のだ1』
『… j三1予Lタト利臨床刊では300人 の・阜~~tに教段せなければ・友ら友いしそれには材料が少なL ‘
とあるからどうする事もHi来ない。 tUl1月ーはまるで＇f•'li/JJv') 1'.Sめにウヰンに米た心友ものだ。凡
ての黙に就て改良の弱めの下l~＇.jj℃ある。腹が立って仕方が主主いよ！ 似かに臨床手術：占？を建て





32. 竹之主二二， ドクト 1レ， 三三三工とに宛て L。
〔1868!.J'・ 明治元年 （三千ー とよ り :l!l歳）〕
『……1三！..＿－氏法による刻1:1政務の切1;fJの ··］ ~I乙就て川＼（！＇）川ーは dんだ。




雑 γ引f’＂ 905 
から拙者は経験に依りて切開はやらなし、事にしてゐる。だから Listerの新式切開法だって1(
びついてはいけないぞ。拙者は此方面では保守 I~誌だ0・・・…』



























『・…・主主ζには有名友 Oppolzer も居るし Skorla,Rokit.rnskyも居るが拙者は共名前さへ
知ら友い位だ。彼等は皆70前後の老人だから躯てぽつぽつ死んで‘行く人々なのだ！交際なん




















幾岡子 ！Wr う言ふてゐる B. 氏も亦後年少々 ~i·I昨気分に背しんだらしいのも両I’ lL・。それ
は後の訴で、ある。
37. :(rウヰン加こ宛て L。
〔 187011~ 明治3＇•ド 8月!El (41歳）〕
説。此時欧洲は普仰戦争の舞.?J:となった。附布E，山征！微沈！徴集（／；nJ.f＼：℃るる。獅逸では持魯西亜王
！..：！.とこ土土，仰繭商では主主主オと三・fit,Jtや！三子三七三，主よと上と， Jt宇三三三笠ンだ。一六






li4!の上l'L)Id延する。昨lI )a;J巡の1;•:/• .:・F1ドωイヰド1ji.i1;Speier d1ーまで「i逃したとよJふ事を聞いた。



























〔1870年 明治3年 8月Gt:f （三竺士三州， vイセンプルヒよ P 41歳）〕
『…俺は之迄色々の事を見た L.,.X而白い旗行をして来たが今日は最も岡白かったよ…・昨
日 8時頃K沿まへに手紙を吉トいたが共 5分間も粧たない ~111こ澗箪が此庭ワイセンプルヒ市にや
って来たので愈々忙がしくなったよ！ そして今夕G'.(Iこ濁軍が前進するから俺等も三三二三三
市へ進軍だよ！。マンハイム市には負傷兵もか：る4王子だ。今日始めて敵軍の捕虜列車が通過




｜免はブ三2-!!_ftilと ，；＂［~ 、たが ~（ fi1 ＇川iJi を f'.J. るのに J付子したよ。何でも敵のiiめに破壊されたが帥
道は昨夜の rillこコI＆魯問~＇，Fの工兵隊が修持したさうだ。そして竺壬主~~と主に米て見ると成

















40. k lこ宛て L。
〔1870五j-' 明治；＼l,iミ sn12n （ワイセンプルヒより 41歳）〕
『－ー ウj'-~とを IHてから今日で恰h'.2 週間iとなる。そして家宛肋通ら tH言の友いのが寂しいと
云ふものだ。どうしてゐるか！＇（ 1週間も新聞と云ふものを前まないからさっぱりf#ら友いが





































!HO 日本外科費爾 1h 16 宅善策 5 鋭












唯だ姿澗がたいので・ D.1\：へ~酒を逸れと電報を /I ＇，したよ 0・…ー』
45. 実に宛て L。







に毎日 1J: 日 2000人位の捕虜列車の通過とある。忙がしい上 1 之から ：~~＼，、で紅茶をー椀！そし
て念いで停車場へだ0・…－』
46. たに宛て L。
〔 1870~ド明治 3~ド 9月 J-!I （マンハイムより 41歳）〕






























「...Furor Teuronicus ! （日:If弘人の嵐）だ猫逸困がノk久lζ政治的K無力になるか？或は強


























『－・ 0 ’ん＇F.！イr'.J林で外科r;.~合が開設せられるHIL 聞きました。それはフオルクマンとシ【モ
ンの；~1カで、せう。









v' ） ））· ，~. る所K よれば・現イ1：の大中の制度は昔時の遺物でるりまして ［？~ti－は ［~！・者ill股；fC 待遇せら
れてゐない政であると思ひます。共の制度の改良は未来の時代を待つより外l士友いと思ひま
すが私の考へでは大引と L~ ，~J~l吹は純取倒的fC{{-fr: して決して現時の械にifrl：合の矯めとか政
治とかの錫めの存｛1：で・あってはならないと思ひますP・ ・・Stromeyerは近頃一文を告：L、て大い













































Uber Lemen und Lebren rler merl. Wis党 nschaft.
だ。それは調逸だけの事ではなく ltJ＼！.諸闘の事柄の，；J,',J1tから初めたければなら友いから大き
友fl：事だ。それから博物製一般に就て前科的にそして叉邸納的IC書かうと云ふのだから之も






52. 在ミユンステルリンケン， ドクトル，カンペレルに宛て L。








〔1内74'<1二 明治7"" （カールスバードより 45歳）〕
r・・・・・・此豆IC竺fさすン］＇＇ I亡来完工いかと云ふが？？くかも知れたいが未定だ。若しも閥節前1経症
と云ふものがるったとして三三三と互の云ふ十Jくに海水浴でifるなら行くよ！一関側節市，，経症
6都 ；：’r 災ミ 915 








54. fr:ライプチヒ， ヒス孜陀lと宛て k。
〔1875~1~ 明治8'-F （力ー ルスパー ド上 P 41J歳）〕







5. fEケルン，マックス， ミユレルに宛て L。
〔 1875~ド明治 8 IJ'. (46歳）〕
註。ドクトル M.Miillerは有名な生理摂者ヨハン字ス， Zユレルの長男でありて此時ポン大峨の外科に
勤務してゐて或る病例の底流に就ての相，決にますする返事である。












!)]Ii 日本外科費函第 16 巻~~ 5 競
た：＜ff.で、は友いが禦岡rは強力友 ＿！：：：＊J~で射つぶしてやらうと考へ rl:t だと聞きましたが成功
を祈ります。
56. 作ストツトカールト，ルユプケ数段に宛て L。







スー － 大；~にあの fr名友音楽家の Liszt がウヰンに来る事に在ってゐる。入場料が20グルデ
ンだ。 7さが聴かすτばなるまL・！』
57. 布スツトカールト，ルユプケ数段に宛て L。










友いがイi名友る大家と友つてゐたから J炊入も rjr々 多かったに相違なからうと思ふ。
58. (1：ベルリン， ランゲンベツク数段ire.－，：！£て k。
〔 187•)'.j'. 明治 8 '-Iと（！と竺より 46歳）〕






































918 日本外科費函第 16谷第 5 鋭
する事にした。だが乳房挟除後の創聞だけには興味がある。そして凡て作しい事には手n1を
せ友い事にした。……或は狂気の様に研究するか7或は紅気の様に俗人の渦巻の『f-1を泳F廻る













〔1 向 7:;1,f~ 明治8年 （ウヰンより 46歳）〕
註。此f時代には嘗って B.の助手でるった Czernyは既にフライプルヒ大準外科教授になワてゐる。
『君も知ってゐる通 IJ拙者は子一宮剃問には開腹術は飴I;やら友かったのだが共後30同も開腹
術をやって見たよ…そして此問題tc:itいて非常に興味ある Peanの著書を読んでから大いに勇
気が出て来た。貨は繊紘腫のある婦人生殖器の全易山H法を之迄3同もやって見たc が~－~最後の
病例は今日から 11日以前の事であったカし今日までの経過は良好だ。翠は殆んど剥脱したよ。』
「 ヘガール（Hegar）は（フライブルヒ姉人干l教授）拙手fの大胎友卵県易l)n＼手術を傍概し
て居ったから共病例。経過に就いて.！Xは興味を以てゐるかも知れないと思ふからfil，＼＇してく
れ友いかυ それはあの病例lこ腹腔の化膿は 1-IR式による完全友る創両の縫合によりて橡防が出
来たと云ふ事だ。；え共数日後同様友病例があったのもむ今度は Listerのま：みil;[IQ：川の下でやっ
て見た。然るに811聞と云ふものは不断の吐血と血使と血尿で死の師！悼をとった。然も共血尿
は6日目に現出してきて尿中に石炭酸の著明友化事的反臨があった。無論石茨酸中毒だよ！
それで、またイi安眠雲霧訟は中止して茜式でやって兄たが3伊！ながら経過は良かった。 。』
